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自学創造の実現に向けて 

本校は、１９２３年（大正１２年）に安田財閥を築いた安田善次郎翁の「実業界の有用な中堅人

物の育成は、社会発展の基礎である」の理念のもと創設されました。以来、男子校として多くの優

秀な卒業生を実業界・スポーツ界といった多くの分野に輩出しました。そして、２０１０年（平成

２２年）に今後のグローバル化する社会に対応するため実業科の廃止と男女共学を見据え、新たに

教育目的として「国内外の社会で有用となる人材の育成」を掲げました。この目的達成のために、

２０１２年（平成２４年）に教育目標「自学創造」（自ら考え学び、創造的学力・人間力を身につけ、

グローバル社会に貢献する）を設定しました。このように学園は常に一貫して、その時代・社会に

必要な人材の育成を行ってきています。また、創立者安田善次郎翁の人格及び教えに基づき、校訓

「誠実・明朗・奉仕」を掲げ、調和の取れた人物を目指しています。 

本年度、創立１０３周年を迎え更なる高みを目指します。教育目標実現のため以下の方針で教育

活動を行っていきますので、ご理解ご協力をお願いします。 

記 

 １．ＳＴＥＡＭ教育の推進 

    急速に変化する現代社会の複雑な課題に対応できる「グローバル人材」の育成を 

目指しＳＴＥＭ（Science, Technology, Engineering, Mathematics）に加え、芸術 

⽂化、⽣活、経済、法律、政治、倫理等 を含めた広い範囲で A（Liberal Arts）を 

定義し、文系・理系の枠にとらわれず、各教科等での学びを実社会での問題発⾒・ 

解決に⽣かしていくために教科等を横断的に活用した学習を推進する。 

 ２．教育目標実現のための教育観 

生徒の自主性と成長の可能性を信頼し、学問（教科）の魅力を熱く語り、人生を豊 

かにする教養、生きていく勇気、美しいものを求める感性を生徒に育む。 

 ３．目標とするリーダー像 

     対話を重視すること、また思考を読み取り、行動変容をもたらそうとするリーダー。 

 ４．教育活動の重点事項 

（１）授業改善･･･探究を中心とした魅力ある授業の推進とＩＣＴ活用による 

        「協働的な学び」を促進し、生徒が主体的に学ぶ姿勢の実現 

（２）道徳教育･･･自由と責任の重さを自分で考えて行動する人間の育成 

（３）人権教育･･･いじめを許さない姿勢の徹底と生徒及び教員の人権感覚 

を高揚（常に品格のある言語活動に努めましょう） 

（４）不祥事防止･･･安田学園の一員（生徒・職員）として誇りを持った言動 

５．めざす学校像 

（１）生徒と教師の相互信頼によって生徒が自立して考え行動する学校 

（２）生徒も教職員も挨拶をきちんとする学校 

（３）クラブ活動や学校行事が盛んで、感動と笑顔のあふれる学校 

＊２０２６年度 学園スローガン 

   「Next Stage、New History ～受け継ぎ、越えていく～ 」   以上 

校長 稲村 隆雄 


